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福島第一原子力発電所 3 号機の滞留水中の固形分の多数の粒子状物質の中から、α核種を含有する微粒子の

検出を試みた。SEM-EDX を用いる元素分析により、µm 程度の U を主成分とする微粒子を検出した。また、

アルファトラック法により、粒径 100 µm 程度までの鉄粒子上にα核種が分布する様子を観測できた。 
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1. 緒言 

3 号機建屋地下室で採取された滞留水には、燃料組成由来と考えられるα核種が含まれていることが、ICP-

MS 及びα線スペクトロメトリの分析結果から明らかになっている。本発表では、これらのα核種の存在形態

を明らかにするために、(1) 燃料主成分である U と、(2)他のα核種（Pu, Am, Cm 等）に大別し、粒子検出を試

みた結果を述べる。 

2. 実験 

微粒子の分析手順は、過去に 2 号機滞留水に適用した手法を用いた[1]。遠心ろ過後の固形分を捕集し、そ

の一部をカーボンテープ上に薄く塗布して微粒子検出用試料とした。その後、走査型電子顕微鏡−X 線検出

(SEM-EDX)による自動粒子計測機能を利用し、U を主成分とする物質を検出した。比放射能が高いその他の

α核種については、α線の飛跡を検出するアルファトラック法を適用した。固体飛跡検出器を微粒子検出試料

に重ね、α線曝露後に検出器をエッチング処理し、光学顕微鏡によって飛跡を観察した。α核種が多く存在す

る場所からα核種含有微粒子を同定し、SEM-EDX により元素組成分析を試みた。 

3. 結果と考察 

SEM-EDX による粒子分析結果から、トーラス室と MSIV 室のいずれの試料からもサブµm からµm サイズ

の U を含む粒子を検出した。これらの粒子からは U の他、Zr などの燃料被覆管の構成元素も検出された。U

と Zr の混合割合 U/(U+Zr)を導出すると、10~100%まで幅広い値をとっていた。これまでに分析した 2 号機滞

留水の粒子からは約 70%の U/(U+Zr)比を持つ粒子が観測されていた 1が、3 号機からは約 10%の低い U/(U+Zr)

比を持つ粒子も存在することが明らかになった。このことは、2 号機と 3 号機で粒子が生成された環境が異

なる可能性を示唆する。また、アルファトラック分析の結果、粒径 10 µm～数百µm 程度までの鉄を主成分と

する粒子にα核種の多くが偏在している様子が観測された。 

4. 結論 

3 号機滞留水中の固形分におけるα核種は、主に U を含む粒子と、鉄を主成分とする粒子上に偏在するも

のに大別できる。U が含まれる粒子が生成した環境は、2 号機と異なる可能性がある。 
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